
　川崎市は全国の政令指定都市にさきがけ「核兵器廃絶平和都市宣言」を出し，
1985（昭和 60） 年には， 行政が主導し， 市民自身が企画委員となって運営す
る「平和学級」がスタートします。これは全国でも例をみない平和学習の取り
組みでした。平和学級では市民の「地域の戦争の記憶を知りたい」という思い
から， 市内各地で掘り起こし運動が展開されました。 その中で，1987 年度中
原平和教育学級が，1981 年に放映された「歴史への招待」 で地域にこのよう
な歴史があったことに衝撃を受け，学習のテーマに登戸研究所を選びました。
　1988 年 2 月， 生田キャンパスで現地見学会が開催され多くの市民が集まる
中，元登戸研究所勤務員である井上三郎さんに市民は出会います。井上さんか
ら，「登研会」という登戸研究所 OB が集まる会があることを告げられた市民は，
聞き取り調査を申し出ましたが，断られてしまいました。しかし，井上さん自
身はその後も平和学級の聞き取り調査に応じ，交流のある元登戸研究所勤務員
を市民に紹介しました。その中で，井上さんより「登研会名簿」 を平和学級は
託されます。名簿を見てみると，多摩区や麻生区など川崎市内にまだ多くの元

登 戸 研 究 所 勤 務 員 が 居 住 し て
いることがわかりました。
　 平 和 学 級 に 所 属 し て い た 高
校 生 メ ン バ ー の 一 人 か ら， 名
簿 を 基 に 元 勤 務 員 に あ て て ア
ン ケ ― ト を 実 施 し よ う！ と の
声 が あ が り， ア ン ケ ー ト が 実
施 さ れ ま し た。 そ の 中 で， 当
時 の 文 書 約 900 点 が 綴 ら れ た
第 一 級 資 料『 雑 書 綴 』 が 提 供
されることになったのです。

１川崎市民による

　「登戸研究所」掘り起こし運動

図９　中原平和教育学級で元勤務員と調査する市民
1988（昭和 53）年 7月撮影
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第二章　「 登戸研究所」 掘り起こし運動

1987 年 度 の 中 原 平 和 教 育 学 級 で 登 戸 研
究所が取り上げられた。戦争の被害面だ
けではなく，加害面も伝える重要な存在
が 川 崎 市 内 に あ る こ と を 知 っ た 市 民 は，
1988 年 度 は 登 戸 研 究 所 の 掘 り 起 こ し を
していくことを決めた。

中原平和教育学級 募集チラシ
1987 年度 （上）1988 年度 （左）

1988（昭和 63）年 /1989（平成元）年｜中原平和教育学級｜

個人寄贈
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元勤務員だった井上三郎から中原平和教
育学級に渡された名簿。井上は登研会世
話 人 の 一 人 で あ り，OB の 消 息 を 訪 ね 名
簿作成にも関わった人物でもある。

登研会会員名簿
昭和 59 年 10 月版

1984（昭和 54）年 10 月｜登研会｜個人寄贈

井上三郎からもたらされた「登研会会員
名簿」を基に中原平和教育学級が川崎市
内の元勤務員に実施したアンケート。

元陸軍登戸研究所についての
アンケート （回答）

1989（平成元）年｜中原平和教育学級｜渡辺賢二氏寄贈
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２長野と川崎の高校生による

　「登戸研究所」掘り起こし運動

　中原平和教育学級のメンバーの一人であった渡辺賢二は，法政大学第二高等
学校（川崎市中原区）の教諭でもありました。1989（平成元）年，文化祭のテー
マを生物化学兵器と決めた高校生に， 渡辺は登戸研究所のことを話しました。
大人たちも解明できていない登戸研究所の活動を，自分たちが解明できたら面
白いのではないかと興味を持った高校生は，市民と一緒に登戸研究所の掘り起
こしをしていくこととなります。同時期，登戸研究所の疎開先であった長野県

伊 那 地 方 で も， 長 野 県 赤 穂 高 等
学校（駒ヶ根市）の「平和ゼミナー
ル 」 が 文 化 祭 の 発 表 テ ー マ を 登
戸研究所に決めます。
　 赤 穂 高 校 生 は 地 域 に 住 み 続 け
て い る 元 所 員 ら を 訪 ね 歩 き， 当
初 は 話 そ う と し な か っ た 元 所 員
と人間関係を築いていく中で，
登 戸 研 究 所 の 活 動 を 明 ら か に し
ま す。 そ れ ま で 大 人 た ち に は 会
お う と し な か っ た 伴 繁 雄 も， 高
校 生 た ち が 自 ら の 手 で 登 戸 研 究
所 の 活 動 を 明 ら か に し た こ と を

「よく調べた」 と評価し， 自らの
経験を語るようになります。
　 二 つ の 地 域 で 始 ま っ た 高 校 生
に よ る 掘 り 起 こ し 運 動 は 交 流 が
行われ，1991 年には， 両校の活
動 が ま と め た『 高 校 生 が 追 う 陸
軍登戸研究所』（教育史料出版会）
が刊行されました。図 11　高校生の聞き取りに応じる伴繁雄

1989（平成元）年撮影（撮影者：木下健蔵氏）

図 10　文化祭で発表する長野県赤穂高等学校生徒
1989（平成元）年撮影（撮影者：木下健蔵氏）


